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（
質
問
の 

一
〇
） 

答

弁

第

一

〇

号 

   

衆
議
院
議
員
土
井
た
か
子
君
提
出
特
許
協
力
条
約
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

内
閣
衆
質
八
四
第
一
〇
号 

昭
和
五
十
三
年
三
月
七
日 

衆

議

院

議

長 
保 

 

利 
 
 

茂 

殿 

内
閣
総
理
大
臣 

福 

田 

赳 

夫 

一 

 



 

三 

 
衆
議
院
議
員
土
井
た
か
子
君
提
出
特
許
協
力
条
約
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

特
許
協
力
条
約(
以
下
「
条
約
」
と
い
う
。)

作
成
に
当
た
り
、
米
国
は
、
条
約
第
二
十
七
条

(3)(

国
内
的
要
件)

及
び
第
六
十
四
条

(4)
(a)(
留
保)

の
規
定
を
自
国
の
特
許
法
等
と
の
関
連
か
ら
そ
う
入
す
る
こ
と
を
特
に
主
張
し

た
と
承
知
し
て
い
る
。 

二
に
つ
い
て 

米
国
は
、
自
国
の
特
許
法
に
第
四
部
と
し
て
特
許
協
力
条
約
に
関
す
る
規
定
（
第
三
十
五
章(

定
義)

、
第
三

十
六
章(

国
際
段
階)

及
び
第
三
十
七
章(

国
内
段
階)
か
ら
成
る
。
）
を
新
設
す
る
と
と
も
に
、
同
法
の
関
連
規
定

（
第
六
条
、
第
四
十
一
条
、
第
四
十
二
条
、
第
百
二
条
、
第
百
四
条
、
第
百
十
二
条
、
第
百
十
三
条
、
第
百
二

十
条
及
び
第
二
百
八
十
二
条
）
を
改
正
し
た
と
承
知
し
て
い
る
。 



四
に
つ
い
て 

三
及
び
六
に
つ
い
て 

条
約
作
成
に
当
た
り
、
我
が
国
が
我
が
国
の
工
業
所
有
権
法
と
の
関
連
か
ら
修
正
又
は
そ
う
入
を
提
案
し
条

約
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
条
項
と
し
て
は
、
条
約
第
二
条

(i)
及
び

(ii)(

定
義)

、
第
九
条

(2)(

出
願
人)

、
第
二
十
四

条

(1)(

指
定
国
に
お
け
る
効
果
の
喪
失)

並
び
に
第
二
十
七
条

(2)
(i)(

国
内
的
要
件)

が
あ
る
。 

御
質
問
の
各
国
が
条
約
第
六
十
四
条(

留
保)

の
規
定
に
基
づ
い
て
行
つ
た
宣
言
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
と

承
知
し
て
い
る
。
な
お
、
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
は
、
こ
の
種
の
宣
言
を
行
つ
て
い
な
い
。 

各
国
の
留
保
理
由
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
米
国
に
つ
い
て
は
、
第
六
十
四
条
(1)
(a)
に
関
し
て
は 

ソ
ヴ
ィ
エ
ト
連
邦 

 

第
六
十
四
条

(5)
の
規
定
に
基
づ
く
宣
言 

米
国 

 

第
六
十
四
条

(1)
(a)
、

(3)
(a)
及
び

(4)
(a)
の
規
定
に
基
づ
く
宣
言 

ス
イ
ス 

 

第
六
十
四
条

(1)
(a)
の
規
定
に
基
づ
く
宣
言 

四 

 



五
に
つ
い
て 

七
に
つ
い
て 

ロ 

中
間
報
告
の
判
断
は
、
当
時
、
米
国
が
第
六
十
四
条

(1)(

留
保)

の
規
定
に
基
づ
き
第
二
章
（
国
際
予
備
審

査
）
の
規
定
を
留
保
し
て
い
た
ほ
か
、
フ
ラ
ン
ス
も
留
保
を
検
討
中
で
あ
つ
た
た
め
で
あ
る
と
承
知
し
て
い

る
。 

国
内
の
審
査
シ
ス
テ
ム
と
国
際
予
備
審
査
シ
ス
テ
ム
と
の
相
違
が
あ
る
た
め
、
同
条
(3)
(a)
及
び

(4)
(a)
に
関
し
て

は
国
内
法
と
の
整
合
性
を
維
持
す
る
た
め
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。 

イ 

御
質
問
の
中
間
報
告
は
、
工
業
所
有
権
審
議
会
制
度
改
正
部
会
が
行
つ
た
も
の
で
あ
り
、
国
際
予
備
審
査

の
実
施
に
よ
り
若
干
の
事
務
負
担
が
生
ず
る
と
考
え
た
も
の
と
承
知
し
て
い
る
。 

我
が
国
と
し
て
は
、
第
六
十
四
条

(2)
(a)
の
規
定
に
基
づ
く
宣
言
を
行
う
か
否
か
に
つ
い
て
、
現
在
検
討
中
で

あ
る
。 

五 

 



八
に
つ
い
て 

ニ 

第
四
十
六
条
は
、
国
際
出
願
に
基
づ
い
て
与
え
ら
れ
た
特
許
の
範
囲
が
原
語
の
国
際
出
願
の
範
囲
と
完
全 

ロ 

第
四
十
六
条(

国
際
出
願
の
正
確
で
な
い
翻
訳)

は
、
正
確
で
な
い
翻
訳
に
よ
り
狭
め
ら
れ
た
部
分
を
回
復

す
る
補
正
に
つ
い
て
は
規
定
し
て
お
ら
ず
、
条
約
の
作
成
経
緯
を
勘
案
す
れ
ば
、
こ
の
補
正
を
認
め
る
か
ど
う

か
の
問
題
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
各
国
の
国
内
法
に
よ
り
措
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。 

イ 

条
約
作
成
過
程
に
お
い
て
、
原
語
の
国
際
出
願
と
の
関
係
に
お
け
る
国
際
出
願
の
翻
訳
文
の
位
置
付
け
を

明
確
に
す
る
よ
う
求
め
た
。 

ハ 

国
内
の
審
査
過
程
に
お
け
る
原
語
の
国
際
出
願
を
参
照
す
る
義
務
の
有
無
に
つ
い
て
は
、
条
約
上
明
文
の

規
定
は
な
く
、
条
約
の
作
成
経
緯
を
勘
案
す
れ
ば
、
翻
訳
文
の
み
に
基
礎
を
置
い
て
審
査
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
も
の
と
解
さ
れ
る
。 

御
質
問
の
措
置
は
、
我
が
国
の
工
業
所
有
権
法
と
の
関
係
に
お
い
て
は
予
定
さ
れ
て
い
な
い
。 

六 

 



 

七 

に
異
な
る
よ
う
な
場
合
と
は
関
係
が
な
い
。 

九
に
つ
い
て 

第
三
十
九
条

(1)
(a)(

選
択
官
庁
に
対
す
る
国
際
出
願
の
写
し
及
び
翻
訳
文
の
提
出
並
び
に
手
数
料
の
支
払)

の

規
定
に
お
い
て
、
国
際
予
備
審
査
が
請
求
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
翻
訳
文
の
提
出
期
間
が
、
優
先
日
か
ら
二
十

か
月
で
は
な
く
二
十
五
か
月
と
さ
れ
て
い
る
の
は
、
出
願
人
が
国
際
予
備
審
査
報
告
を
入
手
す
る
た
め
の
期
間

が
考
慮
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。 

第
六
十
四
条

(2)
(a)
(i)(

留
保)

の
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
は
、
国
際
出
願
の
処
理
又
は
審
査
に
当
た
つ
て

翻
訳
文
を
要
求
す
る
国
が
、
そ
の
事
情
に
応
じ
、
翻
訳
文
の
提
出
期
間
を
国
際
予
備
審
査
の
有
無
に
か
か
わ
ら

ず
、
一
律
の
も
の
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
で
あ
る
。 

右
答
弁
す
る
。 




